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「自分なりに筋が通ってないと
　　　　　　　嫌なんですよね」　
��

�―――――――――――�敷地、コンセプトについて敷地、コンセプトについて

　僕は元々横浜出身なので、地元でやろう

かなと思っていました。ルイス・カーンの

先生でポール・クレという人がいて、卒業

論文で研究課題として与えられました。そ

の時にボザールの古典的な建築の手法が非

常にシステマティックなアプローチで面白

いと思いました。それで、自分でも一度や

ってみようと考えたのです。あとは構造的

なことが割りと好きで、ダイナミックな形

が作れたらいいなと思っていました。

�――�用途としてはどのようなものだったんですか？用途としてはどのようなものだったんですか？

　海が好きだったんで海洋博物館みたいな

ものをつくりました。博物館を中心に誰で

も入れる広場兼イベントスペースを計画し

ました。広場の上は膜で覆いました。

�――――�構造的なことは今でもやはり考えますか？構造的なことは今でもやはり考えますか？

　卒業設計は膜構造でやりましたけど、そ

の頃から構造を考えるのは好きでしたね。

自分の好みはやはり根強くあって、人によ

ってそれぞれ筋の通し方はあると思うんだ

けど、僕の場合は構造的に筋が通っていな

いと嫌なんですよ。ハリボテの建築は好き

になれないです。基本的には構造は建築の

骨格を決めるのにものすごく重要だという

意識は一貫して変わらないです。

�―――――�構造的なことは昔から考えてましたか？構造的なことは昔から考えてましたか？

　いや、そんなことはないですよ。学生時

代の最初の頃なんて何にもわかんないでし

ょう。卒業設計の時もそんなにわかってい

たわけではなかったけど、体質的に好きだ

ったことは間違いない。僕はそんなに優秀

な学生じゃなかったんですよ。４年生にな

って、アメリカンボザールという19世紀的

な建築手法を卒業論文のテーマに与えられ

て、無理やり勉強したんだけど、それが面

白かった。建築の作り方の理屈が一つわか

るようになると、それを通していろんな事

が僕なりに解釈できるようになった。それ

がきっかけで、自分なりに理屈立てて考え

られるようにもなってきた。それまではろ

くに勉強もしないで勘だけでやってたわけ

です。それが勘だけじゃなく、建築を考え

られるんだっていうのがわかり始めたのが

ちょうど４年生の後半ぐらいだったかな。�

�―――�卒業設計と現在やっていることの関係性は？卒業設計と現在やっていることの関係性は？

　つながってはいるでしょうけど、直接的

な関係はないと思います。学生の頃に考え

ていた事がそのまま残るわけはないんで。

ただ、出発点にはなっています。卒業設計

っていろんなことを一生懸命考えるから、

その時にわかり始めたことがきっかけにな

ってどんどんいろんなことが分かっていく

っていうかね。僕自身には、自分の建築に

対する意識が変わるという経験はそんなに

頻繁には起こってないんですよ。今まで25

年以上も建築に関わってきて、自分のもの

の見方や作り方が変わったということは数

回しかなくて、その最初の一回目が卒業設

計だったのだと思います。そういう自覚が

生まれる瞬間は、何年かに一度、下手した

ら１０年に一度しか起きていない。まぁ、

才能のある人はもっと頻繁にあるのかもし

れないけど、僕はそれくらいの頻度でしか

起きていない。だけど、「わかった」と思

えることがあると、以降はそれについては

ものすごく自覚的に設計ができるようにな

る。自覚的にというのは、何を意図して、

どのような状態をつくろうとしているかが

わかっていて、その上、それを実現するた

めに具体的に何を（つまり形や開口や構造

・構法、素材や色）操作すればいいかがわ

かっていることです。何となく、ではダメ

なんですよ。この自分で「わかる」という

ことはとても重要で、僕にとってはその最

初が卒業設計だったのです。わかり方や、

何がわかったかは建築家によってみんな違

うと思うから、その人毎に発見していくん

だと思います。

�――――――――――――�学生に一言御願いします。学生に一言御願いします。

　簡単にわかった気にならないことが大切

だと思います。漫然と見ない。あの建築は

「ああだよ」とか「こうだよ」とか簡単に

言わない方がいい。わからないときは、わ

からないということを自覚するべきです。

気になる建築があったら、そこで何がやら

れているのだろうということを一生懸命に

見て、体験して、考えることが重要で、そ

れが言語化できたり、仕組みがわかった瞬

間に、それは自分のものになるからです。

そういう意味で、きちんとものを見ること

が大事なんだと思います。
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